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「エクソソーム」が医療を変える
～医薬品として規制下での適正な発展を求む～

――近年、様々な医療分野で注目されている「エク
ソソーム」の研究を始められた経緯を教えて下さい。
落谷　2004年頃我々は、がん患者さんと健康な人
の血中マイクロRNA（miRNA）のプロファイルが
異なる事を観察していました。その理由を解き明か
そうとしていた07年、エクソソームの中に血液中
のmiRNAが含まれている事が発見され、そこから
miRNAが何故エクソソームに含まれ、どの様な意
味を持つのかを解明しようとする研究が世界中で始
まりました。その中で我々はがん細胞のエクソソー
ムから発せられるmiRNAが相手の細胞に取り込ま
れて機能する事を世界で初めて報告しました（JBC：
Journal of Biological Chemistry,  2010）。これを機
に我々の研究成果が癌のエクソソームの分野で世界
をリードする事になりました。14年に日本細胞外小
胞学会 (JSEV)を設立し、日本でもエクソソーム研
究が盛んに行われる様になりました。

「細胞のゴミ箱」から医療を激変させる原動力に

――国立がん研究センター研究所に在籍時、がんの
早期診断にmiRNAを使う研究を主導されました。
落谷　確かに私は国立がん研究センターで５年間の
大型プロジェクトを主宰し、「血液１滴で」を掲げて
バイオバンクの患者さんから同意頂いた血液６万サ
ンプルを用いて13種類のがんを早期に発見する
miRNAの同定に成功しました。しかし、これを早

期診断として確立させ、国民医療費の削減に漕ぎ着け
る迄には年月が掛かります。例えば１万人の集団がこ
の検査を受け、受けなかった１万人の集団と比較して
10年後にがんによる死亡率が低下すれば、臨床性能の
証明になります。しかし、10年間国から支援を受ける
事は難しく、miRNAに関してはプロジェクトに参画
していた東レ、東芝、アークレイといった企業が実用
化に向けPMDAと協議しながら進めているところで
す。只、今後の医療を変える原動力となるのは、診断
も治療もやはりエクソソームだと考えています。
――当初から、エクソソームをがん治療に生かせると
考えていたのですか。
落谷　我々が最初に手掛けたのは、母乳のエクソソー
ムでした。赤ちゃんが育たない原因の１つに肺の発育
形成不全が有りますが、当時我々は肺や肝臓等の臓器
の形成に関与する重要なmiRNAを知っていましたの
で、IgGやIgA等の抗体以外に赤ちゃんの臓器を発達
させるエクソソームのmiRNAを見つける事が大きな
発見になると考えたのです。母乳の水分は血液から来
ていますので、血液のmiRNAのプロファイルとも一
部重なるだろうと予測していました。超遠心というシ
ステムで母乳からエクソソームを分離しmiRNAを取
り出してそのプロファイルを解析しました。すると、
血液のmiRNAのプロファイルとは全く異なるばかり
か、肺等の臓器を発達させるmiRNAも含まれていま
せんでした。それらのmiRNAを１つ１つ調べて行く
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エクソソームの臨床応用に向けて世界中で研究が進められる一方で、我が国では独自のリスク分類に基づ
く「エクソソーム（細胞外小胞）」を含む間葉系幹細胞の培養上清を用いた自由診療が広まっている。有識
者によりそのリスクが提起され、これらを規制下に置くべきとする提言が11月10日に発表された。今後、
正規の「医薬品」としての発展が期待される。国内のエクソソーム研究の第一人者で、日本細胞外小胞学会
の理事長であるある落⾕孝広氏に、これ迄の成果と今後の展望について話を伺った。

と、全て免疫系に関係するmiRNAである事が分かり
ました。更に、それらのmiRNAは産後６カ月経つ頃
に母乳中のエクソソームから消失したのです。生物と
エクソソームの奥深さを思い知らされた結果でした。
――先生の論文が世界で反響を呼びました。ノーベル
賞も期待されます。
落谷　実は17年に世界中のエクソソーム研究の中か
らトップの10人がノーベル財団から招待を受け、ク
ローズドな講演会で話をしました。アジアからは私１
人が選ばれました。私を含めた招待演者は皆、世界的
にエクソソームを研究している国際細胞外小胞学会

（ISEV）という組織の設立メンバーや会員でした。財
団からは、エクソソームが医学生理学分野に於いて期
待の持てる研究領域である事は理解したが、今後どの
様に研究が発展し、そして医療分野に実用化されるの
かを注視して行くとコメントを頂きました。最終的に
は、エクソソームが人類の健康に貢献する事を証明す
る必要が有るだろうと考えています。
――財団は治療になる事を求めているのですか？
落谷　やはり基礎研究は大事にしていて、今まで誰も
が予測しなかった事を解き明かしたという事は最も重
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視しているポイントですが、それが本当に価値を得
るには、人類の福祉に貢献する事が必要だと捉えて
いる様です。エクソソーム自体はローズ・ジョンス
トン博士が40年程前に発見し、細胞がエネルギー
を燃焼した時に出る老廃物を捨てる為のゴミ箱だと
考えられていました。その後、07年に初代ISEV会
長であるスウェーデンのヤン・ロトバル博士がエク
ソソームの中にmiRNAが存在する事を打ち出して
以来、世界中で研究が進められて行くのを目の当た
りにして来ました。正に今、エクソソームは産業応
用、臨床応用に向かおうとしているところです。
――国から研究費は支給されるのでしょうか？
落谷　残念ながら日本はエクソソームの基礎研究に
対しては未だ十分な研究費が支援されているとは言
い難い状況です。欧米や中国では国が基礎研究に徹
底的に予算を投入していますが、日本は競争に勝つ
為に出口戦略に走ってしまった事で基礎研究が疎か
になり、中国等との差が開いてしまいました。エク
ソソームも含め、日本は今後もっと基礎研究に重点
を置いた科学政策を進めるべきだと痛感しています。

がんと共存しながら転移を抑えるアプローチ

――エクソソームによる治療と従来の治療はどの様
に異なるのでしょうか？ 
落谷　我々がん研究者は、長年がんの組織と正常な
組織のタンパクを解析し、がん特異的な物質を標的
とする新しい治療法を見出そうとしていました。し
かし、がんは正常細胞が変化したものです。その為、
抗がん剤は正常な細胞にも働き掛け、副作用を引き
起こし、多くの患者さんが苦しんでいます。分子標
的治療は素晴らしいものですが、効果が有るのは限
られた患者さんで、効いたとしても最終的には転移
に苦しみます。ゲノム医療が注目を浴び、新薬が
次々と登場していますが、これらは必ず２次・３次
の遺伝子変異を引き起こし、最終的には効果が無く
なります。所謂、薬剤耐性の問題です。そこで我々
はがん細胞を直接攻撃せず、がん転移の基軸である
事が分かったエクソソームを攻撃する事で、副作用
の無い新しい治療を生み出そうとしています。人生
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